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超新星爆発を起こすような大質量星の多くは連星を構成していることが知られている。連星系をなす星の進化は連星相
互作用による影響を受けるため、重力崩壊直前の星の構造が単独星とは異なる可能性がある。一方で、これまでの超新
星爆発シミュレーションの多くは単独星の親星モデルを用いており、連星中の星の爆発の性質はあまり調べられてこな
かった。そこで本研究では、連星相互作用により外層が剝ぎとられた星(binary-stripped star)を親星モデルとして用い
た2次元超新星爆発シミュレーションを実行した。13-33太陽質量の星に対して計算を実行し、計15個の超新星爆発モデ
ルを得た。これらのモデルに対して爆発エネルギー・中性子星質量・ニュートリノ信号を見積もったところ、親星が単
独星かbinary-stripped starかに関わらず、これらの量が親星のコンパクトネス・パラメータと強く相関することを明ら
かにした。特に中性子星質量とニュートリノ信号については、単独星とbinary-stripped starの結果を同一の関係式で記
述することができた。超新星爆発の性質を親星質量ではなくコンパクトネス・パラメータで記述することによって、親
星の進化の詳細によらない理解を得られる可能性を示唆している。
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